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法律家に求められる力と心
──みなさんに伝えたい──
梓 澤 和 幸
最初に、未修と既修の別を知っておきたいんですが、既修の方はいらっしゃ
いますか？──はい、分かりました。
今日話をするために、ウォーミングアッププログラム・梓澤和幸「法律家に
求められる心と力」というタイトルのレジュメをお配りしました。一体、法律
家というものは、どういう資質を鍛えていかなくてはならないか、別に私が完
成形であるわけではなく、極めて正直に言って、発展途上であります。今の私
も、発展途上であり、法律家が何を目指すべきかということを、自分に問いか
けながら、お話をするというのが、今日の主題です。
皆さんは、まだ、実務家としての体験がなくて、私は多少のキャリアを持っ
ていますけれど、そういう経験の中から、一体何を問われて、日々を生きてい
るのか、仕事といい、家族生活といい、友人との付き合いといい、ということ
がテーマであります。タイトルに心と力というふうに書きましたけれど、両方
は一体でありますけれど、しかし、両方とも、私の場合、私がより若い法律家
に、何が大切な事かと問われた場合、「両方大事なんだ」というふうに言いま
す。心というところに、何を込めているか。というお話から入ります。レジュ
メの中に書いてありますけれど、修習生が、私の何代か前の修習生が私の事務
所で修習した時に、その人は、新司法試験制度が入ってから、ロースクールを
出て、司法試験を受かって、実務修習に来られた方ですけれど、哲学の勉強を
していた方で、ラテン語に詳しかったんですね。
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私はある時、アメリカの大学に、学生の推薦状を書く時に、色々辞書を調べ
たり、ネイティブチェックを受ける時に、こういう言葉に出会ったんですね。
¼CompassionÅアメリカのロースクールに入るときの基準として、それから、
実務家として非常に大事な資質として、このキーワードが使われているらしい
というところに気がついたのです。
ずっと、僕は、その言葉に引っかかりを持って来ました。一体、どういう言
葉なんだろうなと。
ある時、哲学を勉強してきたその修習生が、その語源を調べてくれたんです
ね。この¼passionÅという言葉。¼passionÅというと、普通「情熱」と言い
ますよね。「情熱」なんだけれど、語源的に調べてみると、ある種、否定を乗
り越える意味を含んでいるということが、議論の中で飛び出して来たんです。
どういう否定かというと、何か、苦しんでいる人、苦しんでいる人に対して、
何かを感じながら、情熱を沸き立たせる、それが¼passionÅという言葉らし
いと。特に、¼com-Åというのは、「一緒に」「共に」。¼passionÅというのは、
否定的を乗り越える情熱。そういう事に気がついたわけです。
その人は、更に調べてくれて、どうもこの¼compassioÅという言葉は、こ
ういう語源を持っているらしい。
十字架にかけられたキリスト──というのは、今の神学では、生身の人間と
言われているんですね。神様ではなく、生身の人間。生身の人間であるイエ
ス・キリストが、十字架にかけられて、手に釘を打ち込まれて、三日三晩、十
字架の上に吊るされるという、相当の肉体的な苦痛を伴う、その肉体的な苦痛
と精神的な苦痛を¼comÅ「共にする」、それが¼compassionÅ。¼compassionÅ
というのは、そのまま訳すと「共感」という言葉の語源だというのです。より
大事な問いかけなんだけれど、それはどういう共感かというと、僕はクリスチ
ャンではないですけれど、キリスト教の教義を、客観的に一つの学問として紹
介すると、キリスト教というのは、そういう人類的な苦難を背負った人に対す
る共感を感じながら、それをもって、日々を生きるという、それを一つの宗教
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的な根本に据えたわけですね。
皮肉なことに、最初、イエス・キリストが、罪人として磔刑を受けた時に、
弟子たち12人のうち、裏切り者は一人じゃなかった。12人全員が逃げてしまっ
た。私はキリストの弟子であると言って捕まった人は一人もいない。何十年か
して、涙を流しながら、ローマ帝国の版図に表れて「キリスト先生はこういう
ことを言っていた」ということを言って、それでキリスト教は最終的にできる
わけですね。
そういうもの、それは、宗教的な教義ですよ。だけど、弁護士が、人生最大
の苦難を掲げて、法律事務所の扉を叩くクライアントの話を聞く時に、そのあ
らわれた被害に対する深い共感、それが、ある場合は本当に人類史的な意義を
持った苦難かも知れない。そういう、受難に対して、それを受け止めて、身を
震わせて共感し、ともに戦うという、そういう心の持ち方が、法律家にとっ
て、最も不可欠にして、最大に重要な心の持ち方であるということを、私は感
じるわけです。それを皆さんに強制しませんけれど。非常に大事。例えばこう
いう事例があります。ある時、女性が、私の法律事務所を訪ねました。その女
性は、私の事務所に、何回か、まだ私が事務所に帰ってこない頃、その日のう
ちに訪ねてきて、何度も何度も事務所を出入りして電話があったというので、
事務局が心配して、「大丈夫ですか」と言って、二時に来て頂きました。法律
事務所に二時に来て頂きました。その時に、私に会うなり、ハラハラと涙を流
して、胸から一通の書類を私に渡した。それを読むと、遺書なんですね。「も
し、私がいま引っかかっている苦難が現実化すれば、私は飛び込みます。飛び
込んで死ななくてはなりません」というわけです。それは何かというと、私は
ある、社会的な事業をやっているけれど、十何年前に犯した過ちを何故かある
雑誌の記者が掴んで「今、あんた、こういうことをやっているけれど、どうや
ら、昔はひどかったらしいね」という口ぶりをしながら、今、やっている事業
のことを取材に来たという。週刊誌ですけれども。その頃、人格権にもとづく
差し止めということを研究していまして、既修の人は、北方ジャーナル事件と
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いうのを知っていますね。北方ジャーナル事件。知ってますね。既修の人、も
う一人いた。知ってますね。「石に泳ぐ魚」も知ってますね。そういう事件も
出ていた頃でありますが、これから出るかも知れないという出版物の差し止め
の仮処分を至急検討して、申請書を作りました。その頃は、まだ、今のように
パソコン──パソコンなんてものはそもそもなく、ワープロさえなかったころ
で、手書きで鉛筆で、コクヨの B4の縦罫の用紙に仮処分申請書を書いて、裁
判所に連絡をとって、急ぐようにして、裁判所に行きました。裁判所に行った
時に、行く前に、普通時までに、その日の仮処分申請というのを出さない
と、当日面接というのは入らないんですね。特に時を過ぎたらダメだとい
う。もう、書き上げて持っていった時には時を過ぎていたので、事前に電話
をして、「遅れますから」ということを了解をとって、言ったわけですけれど。
で、行ったところ、裁判官が面接して、じゃあ、向こうの債務者が、仮処分の
申請書の当事者は、申請人のことを債権者というんですね。お金を貸してい
る・貸していないに関わらず、申立人を、債権者というんですね。それから、
相手方を債務者というんですね。債務者の会社の担当取締役と弁護士を呼び出
しましょうと言って、別室で待っていて下さい、と言われて、待たされたわけ
です。
仮処分の時というのは、東京地裁の仮処分の専門部というのは、地民部と
言われているんですが、40坪ほどの広い部屋に、ここに部長の席があって、こ
うやって、でかいテーブルがずっと、十個くらい並んでいて、普通、ここにこ
うやって入っていって、担当裁判官に呼び出されるわけ。ところが、こういう
秘密性の高い事件については──全部、仮処分というのは秘密性が高いんです
けれど、特にプライバシーが絡んでいる事件については、特別審尋室というと
ころに呼ばれて、入ってですね、特別審尋室に入っていきます。と、裁判官
が、出てきて、さっき言ったようなことをここへ座っている私達へ言ったわけ
ですね。
で、別室で待っていますと、一時間後に呼び出されて「今、呼び出して、相
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手方に聞いたところ、確かにあなた方が言う記事は締め切りに上がっているよ
うです。その締め切りにあがっているので、とにかく一週間延ばして、そして
その間に、もう一回話し合いでこの記事をどうしても出さなくてはいけないか
どうかを検討してもらうことにしました。よって、今日の締め切りの号から
は、その記事は外れることになりました」ということを裁判官が言ってくれた
んですね。その時に、僕は、ある驚くことがあったんですけれど、ここに右だ
ったか、左だったかな。ぼくは左に座っていたような気がするんだけれど、右
側にいた、その女性の「ありがとうございました」と礼をしたときに、ボタっ
と音がしたので、見たら、涙の音だったんですね。で、「ありがとうございま
した。これで、私の命は助かりました」といってくれたんですけれど。
そういうことが、ありました。だから、さっきの¼compassionÅという言
葉に戻してみますと、そこまでの思いをして、相談者というのは、多くの場
合、法律事務所の門を叩いていると。ということに思いを馳せなくてはいけな
いのではないかという、ひとつの事例として申し上げたかったんですね。
「これで命が助かりました」ということの意味。この間、天皇を手術した名
医の話。5000回の心臓手術をやってきたというけれど、すごいですね。5000人
もの人々の命を救ってきた。私たちは、そんなに数多く命を救ったとは言えな
いと思うけれど、ただ、ひとつひとつに、そういう命、というか、人生がかか
った事例があるんだなと思います。
次に、もう一つの事例をお話してみましょう。
みなさん、こういう問題が起こっている場合に、東京住まいの人、います
か？東京の人、ちょっと手を上げて。築地に行ったことがある人？築地の外に
行った？中に行った？中に入った。外側のことをなんて言った？ああ、「場
外」。その、築地が移転の話がでたということはご存知ですか？皆さん、東京
じゃない人、知ってる？
今、市場の広さというのは、東京ドームの五倍と言ったか、十倍と言った
か。確か、十個入るような広さなんですよ。そこに、世界中から魚が運び込ま
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れています。で、その、朝行った時の情景をちょっと僕が書いた文章を引用し
て読んでみますけれど。「まだ日が昇るはるか前の暗い時から、築地は動き出
す。小さなトラック、バイク、自転車、運搬用の車に乗って、男たちが市場に
向かう。次々に工場のフォークリフトを思い出させる、ターレーと呼ばれる車
が、あちらこちらから、一斉に、円の中心を目指すように走りだす。500台か、
それとも1000台だろうか。立ったまま運転する男たちに、東の方角から差し始
めた陽の光があたって、その顔は輝く。それは、この頃ではついぞ見かけたこ
とのない、真剣な表情だ。何かを思いつめているような、一点に突き進んでい
くような。その、張り詰めた真剣さが、激しく胸を打つ。そうだ。ここは、一
千万人の人の命を預かる、拠点と言ってもいい、取引の場所なのだ。東京ドー
ムの五倍に当たる築地には、世界の漁場から、ここを目指して沢山の種類の魚
が運び込まれる。この場を見捨てて、鉛やヒ素やシアンやベンゼンという汚染
にまみれた、猛毒の土地に移転しようとするのが、築地移転問題である」
というようなことをやっていたわけです。こういう移転に反対する。で、最
後に、いくつか取り組んでいますけれど、最も大きな裁判は、これです。すな
わち、この、築地が移転する先が豊洲というところなんですね。築地は中央区
ですけれど、豊洲は江東区です。豊洲の移転先を調べてみたところ、そこは、
昔、東京ガスが操業していたところなんですね。東京ガスは、石炭を燃やし
て、ガスを作っていましたから、その石炭からガスを作る過程で出された廃棄
物が、移転先の市場に捨てられていて、そのために、汚染された。その汚染が
どのくらいかということを、4000箇所を掘り下げて、ボーリングをしました。
そのボーリングのコアサンプルを、東京都が捨てようとしている。そのボーリ
ングコアサンプルを捨ててはならない、という差し止めの裁判を起こしまし
た。中心になったのは、仲卸という──カランカランカラン、というよく、せ
りの場面がありますよね。あのせりを、落とす側の人ですね。大卸というの
は、カランカランカラン、と鐘を鳴らし、その下に、いっぱい──この、落と
す側の人達。仲卸。仲卸が、二百人以上、原告になって、それをやっちゃ困る
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というふうに、差し止めの裁判。ボーリングコアサンプルの差し止めの裁判と
いうのをやった。これ、差し止めしないと、その先、移転されて、連れてかれ
て、汚れたところで働かなくてはいけない。ならば、働く人や、それから、魚
を買って、口にする消費者の人格権、健康と命が危ないというのが、差し止め
の中心の請求原因であります。その時、これからお話する、やや劇的な展開が
あったんですけれど、第一回の裁判で、裁判長が、終わるときに、次回期日を
言う時にこういう言葉を言った。
「次回期日までに、差し止めの請求原因を書いてきてください」えっ？さっ
き、差し止め原因書いてきたよな。つまり、もし次回までに、自分の眼鏡に多
少かなう主張を書いてこないと、もう閉めるぞ、というサインです。これは、
本当にぞっとしました。それで、二ヶ月の時間をもらって、我々は検討をしま
した。人格権だけではだめだと。人格権というのは、非常に大事な権利ですけ
れど、自分の人格に対する直接支配。すべての人は、自分の人格を直接に支配
する主人公であるから、その人格権の最も中心にある命や健康が害されるとい
うのであれば、その害される蓋然性が高ければ、その加害行為を損害が発生す
る前に、事前に差し止めることができる。これが人格権の構成です。裁判長
は、どうもそれじゃお眼鏡にかなわないらしい。どうする。書斎に閉じこもっ
て、なにも思いつかない時は、もうどうしようもない。みんなで議論したけれ
ど、どうもあまり思いつかない。
それが、内田貴先生の岩波書店から出ている、『契約の時代』という本の中
に、ヒントになるこういうストーリーがあった。契約の当事者は、契約に基づ
いて、ある契約の履行を、相手方がしない時に、損害が発生する前に、信義則
上、義務履行を請求する権利がある。つまり、安全配慮義務というのは、損害
賠償の根拠になるだけではない。相手方に義務履行を迫る権利を含んでいる、
ということが、最近の判例の中に読んでとれるということを、展開しているの
です。それは、このボーリングコアサンプルに引き直してみれば、仲卸の人た
ちは、東京都との関係では、賃借権類似の関係にあるんですね。このへんの、
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大きな市場の動向。区画を借りているのと同じで、これに使用料を払いこまな
くてはいけない。厳格に言うと、賃貸者契約ではないんですけれどね。市場法
にもとづく、場所指定という処分にもとづいて利益を取得、行政的な関係なん
ですけれど、賃貸権類似の関係にある。で、賃貸権類似の関係にあれば、大家
と店
たな
子
こ
のように、店子は、住んでいる場所が、次のところに行って、危ないと
いうようなところについて、危ないかどうかを担保する資料として、ボーリン
グコアサンプルを止めないように請求する権利がある。これが通るか通らない
かわからないけれど、とにかく、これでやってみようということで、人格権に
更に構成を加えて、安全配慮義務に基づく──大家と店子の安全配慮義務に基
づくボーリングコアサンプル廃棄差し止め請求権というのを、理論構成して、
九回、全部で戦ってみました。それを出したときは、裁判官は、はーっとね、
何かため息をつくような、反応がありました。
毎回、材料を足しては、裁判所に呈示しました。途中で裁判官が変わったわ
けですね。ストライカーという人の『弁護の技術』という本があるんですけれ
ど、そこの一節を引いて、口頭弁論というものがどういうものか。既修の人
は、口頭主義・直接主義という言葉、ご存知ですよね。口頭主義・直接主義と
いうのはどういうものかというと、裁判官が、書面で物を読んで、それで、こ
とを進めていくということを中心に進められていくんだけれど、本当の直接主
義・口頭主義について、ストライカーという人が、もし、裁判官たちが、ある
方向に──原告を勝たせる、被告を勝たせるという方向に固まっていったとし
ても、最後の弁論を通じてその心証が覆ることがある。これが口頭主義・直接
主義の持っている意義なんだ。人は、人間が肉体を持ち、呼吸を持ち、声帯を
使って、裁判官の目を見つめて語りかける、その可能性を、信ずることがなけ
れば、直接主義・口頭主義というのはありえないということを、ストライカー
という人は言っているんです。その文章を聞きながら、最後の口頭弁論をやら
していただきたいということを言ったんですね。ところが、裁判官は、なお聞
こうとしない。紆余曲折を経て、最終口頭弁論期日は指定され10分間の時間を
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もらえた。
そのとき述べたことばがあります。
この、大切な弁論を閉じるにあたって、私は、自分の、ある経験を述べたい
と思う。それは、1987年にアメリカの弁護士会、ABAを初めて訪ねた時に、
そこで貰ったパンフレットに書いてあった言葉であります。どういう言葉か。
¼Why did you become a lawyerÅ「なぜ、あなたは法律家になったのか」私
は、この裁判の結論及び理論構成について、全く楽観的で──どの点で楽観的
であるかというと、ここにいる法律家は全て、傍聴の席も全て、向こうの行っ
た先が、汚染されていることは全員が知っています。汚染されたところに、食
べるものが運び込まれるということを知っている。そのことについて、どうし
なければならないかという、すなわち、良心の問いかけが誰も、この中にあ
る。その良心が、あなたを見つめています。それは私にも向けられているんだ
けれど、そのことについて極めて楽観的ということなんです。
その時、あの満席の傍聴席の人たちも、何かばっと空気が動いたような気が
します。これで私が言いたいのは、何かというと、そのようにして、極めてゴ
ツゴツした、ぶつかり合うような激しい葛藤の中に、私達法律家は生きていか
ざるをえないということ。そして、一点、天に恥ずることない良心、誠実な生
き方をしていてこそ、そのような問いかけが可能になるということですね。何
も聖人君主になれというのではなくて、なにか、ある一点、こう突き進んでい
くような、そういう良心的な、というか、誠実というか、善良というのか、も
のを鍛えあげていくというのが、法律家の一つの道筋なのではないかと思うわ
けです。
もう一つ、今若い人達が取り組んでいることについてご紹介したい。サフラ
ンの印刷物です。原発による被害を助けようという。去年の月東北大震災の
中で、福島第一原発がやられ、そのことが気になって、私は月の連休にはじ
めて、遅かったんですけれど、もっと早くに行きたかったんですけれど、私は
福島を訪ねました。原発から20キロのところにあるサッカービレッジから、ず
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ーっと車で現地の広田さんという弁護士に案内して頂いて、行ったんですけれ
ど、ひどい津波の被害と、その津波の被害の上に続く、原発。郡山に行って、
会津若松に行って、郡山には、富岡町と川俣村から、1800人の住人たちが、逃
れて来ていました。その避難の状況というのは、一家族がこのくらいのとこ
ろ。	メートル×	メートルの場所を与えられて、そこに、椅子くらいの高さ
の、ダンボールで仕切られている。そこに暮らしを余儀なくされている。それ
から、会津若松に行くと、こんどは大熊町という、100キロ離れた、原発の

キロのところから避難してきている人たちの行政の人に会いました。ある課長
さんが話してくれたんですけれど、月日大熊町のひとが言うには、今頃
は、浜から丘に向かって、梨の花がずっと一面に咲いて、その白い花と、青い
浜と、丘の様子が実に綺麗なんですよね、というふうに、50代半ばくらいのひ
とが話していましたね。遠くを見つめるような、もう、あそこには帰れないの
かというような実になんとも言いようのない表情で語ってくれました。そこ
で、その丘の先に何が見えましたかと私は質問したら、そうしたら、阿武隈山
脈が見えますと、そういう話だったですね。
その、ふるさとを奪われるという、体験の厳しさというのがあまりにも言葉
が続かなかったですね。その後、何回か福島を訪ねていくうちに、子供たちの
中に、鼻血が出ているとか、それから、非常に高い、福島市内の渡利というと
ころで、普通に言われている線量とは全然違う、100ミリシーベルト以下は安
全だとかなんとかいうのをちょっと超えた、ひどい線量の土壌汚染のところが
渡利というのは、市の結構中心街のところなんですけれど、そういうことを
色々接しているうちに、これはただ損害が出た、損害賠償ということではなく
て、今、子供たちを助けださなくては行けないんじゃないのか。つまり、私た
ちは、どこか、罪悪感に苛まれたわけですね。日隅弁護士というひとがいるん
ですけれど、日隅一雄という、ちょっとあとでネットを引いて下さい。是非引
いて下さい。この人は、月の中旬に、私も一緒に東京電力の記者会見に出て
いたんですけれど、その東京電力の記者会見で、東京電力側が、いろんなこと
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を隠しているということに気づいて、元新聞記者なものですから、僕は福島に
行く。日隅くんは今、49歳ですけれど、東京電力の記者会見に通い続けるとい
うので、彼は110回、記者会見に出続けました。その中で、途中、癌の、こう
いう言い方は、腸にガンのあるということを宣告されて、よく言う、お医者さ
んが「あなたは、あとこのくらいで」という、余命宣告といいますけれど、そ
の宣告をされた時期が、あと二ヶ月半と言われている。その時に、彼は、な
お、その記者会見に通い続けているわけです。私は、先程ご紹介があったよう
に、彼が編集長をやっている、NPJという、日刊のネットメディアがあるん
ですけれど、彼が編集長で、僕が代表をやっているんですね。その二人で対談
をやった時に、彼に、なんで彼がそれだけ通い続けるのかということをね、何
かこう、何か独特の理由があるんじゃないかなということを思って聞いたんで
すね。そうしたら、なかなか口を割らなかったんですけれど、あえて言葉にす
れば、と言ってね。
ちょっと、月16日の話に戻るんですけれど、月16日、皆さん覚えていま
すか。あの時、みんな心がくらくて、みんなが東京を逃げ出したかった。どう
なのかな、という時期があったでしょう。東京に住んでいるひと、いるかな。
もう、あの時、すごい東京、暗かったです。あの時ね。あの一週間、もうどう
なるかという。あの時、「これ、もしかして、最後の晩餐ですかね」というよ
うなことを、近所の喫茶店で、お茶を飲んでいる時に、彼が言ったんですね。
そのことを思い出すんですが。そのことを受けて、もう月くらいなのかな。
NPJのインタビューをやった後に、なんで、彼がそんなにね、行くのか、と
言ったら、あんまり言いたくなさそうだったのに、詰めたら、こういったんで
すね。「いや、自分たち、私が、原発の問題をあまりに不勉強だったために、
福島第一原発の問題を起こして、福島の人たちが、あれだけの深刻な被害を受
けてしまった。ならば、私はそのことに対して、原罪的な責任がある。だか
ら、私は元新聞記者だったし、これだけでたらめな、東京電力と政府の回答
を、もっとつめていかなくてはならない。それを私自身の責任として感じる
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と。その福島の人たちの苦しみに比べれば、私が末期のガンを抱えて、いのち
の危険に晒されていることなど、小さいことだ」と言ったんです。これはもう
本当になんというか──今も表現のしようがないですね。今日も彼はそれを言
いながら、一時間くらいしかつづけて寝られないので、痛みのため。病院に入
ると、もう、病院は早く入ってくれと言われているけれど、病院に入ると行動
の自由がなくなるからと言って、原発の問題を抱えるところに行っるわけで
す。
そういう思いをこめて、福島の人たちをどうしたら、特に子供たちをどうし
たら救えるかというので、避難に対して補償する。自己決定権、福島とか、中
通りという、郡山で、子供にガンの疑いが出るというような話が、週刊文春
で、これは読みましたけれど、最近です。というようなことがあるとすると、
健康情報、健康に関する情報というのは、ちゃんと提供しなくてはいけない
し、その人達が、本当に、その先に行って暮らせるならば、逃げたいという
人、沢山いる。苦悩に苛まれている。そういうことを保障する立法提案を、来
週の水曜日に、議員会館で提案します。これがね、本学を出た、大城くんが、
この前話をして、この集会の中心になっているんですが、僕の教えた人なんで
すけれど、本当に活躍している場面を見ていただきたい。むしろ、また、ここ
に来ていただくといいと思います。
こういう現実をふまえた日々の葛藤と、取り組みと、期待に答える力を持っ
ていますか。それを問うのが、新司法試験であると言われています。
芦部先生の憲法ではね。これ、すでにそこに、序文が非常に重大です。ま
ず、基本書の読み方で、序文が極めて大事です。
ロースクールがはじまってから年間の間に、私は体験的に、教えること
は、学ぶということを学びました。皆さんの何倍もの勉強をしないと、教える
ことは、できません。私が何かを言っている時に、偉そうなことを言ってると
思うかもしれないが、何倍かの勉強をするべきと思っています。毎回レジュメ
を作る時に。
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学ぶということは、いったい何なんだろうということを、ルイ・アラゴンと
いうフランスの作家はいっていますね。ルイ・アラゴンは、厳しい環境の中
で、この詩を作ったんですが、ドイツのファシストに対する地下活動の中で、
「学ぶとは、誠実と希望を胸に刻むことである」と。
私達、実務家は、ゴツゴツ弾がぶつかってくるような厳しい葛藤の中で、
日々を過ごしながら、私は金曜日に来て、その葛藤を背負いながら、皆さんに
講義をしています。その中でも、希望を失わずに、胸に刻むが、それは私にと
っては発展途上の出来事です。同時に、青春をかけて、人生を真っ向から切り
開こうとしている皆さんの、人間としての、一日一日をともにするという姿勢
を保ちたいと思います。どんなに厳しい困難があっても、その困難と絶望の山
に分け入って、希望の石を切り出すと。そういう気概を持って、一日一日を生
きていく。その一日一日とともに、私も、生きながら、誠実と希望を刻んでい
きたいと。
皆さん、月から、良き日々を送れるよう、今から準備を怠らないで下さ
い。
以上
（本稿は平成24年月24日に実施された「ウォーミングアッププログラム」の
講演記録である。）
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